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平和創造の森公園

琉球ガラス村 ひめゆりの塔 米須小
平和祈念公園

高嶺中

喜屋武小

米須海岸

荒崎海岸

大度浜海岸 摩文仁海岸

中央図書館

糸満市役所

糸満警察署

新垣公民館

糸満高

沖縄水産高
消防本部

兼城小

武富公民館
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身
近
に
あ
る
戦
跡

壕（ガマ）
戦時中、住民や軍が逃げ込んだ洞窟。壕

（ガマ）の入り口にたつと、あの頃の出来事が
近く感じられます。

No 名称
1 潮平壕
2 特攻艇掩体壕
3 マヤーガマ
4 轟壕
5 ウマウトゥシー（防疫給水部隊壕）
6 ウッカーガマ
7 伊原第一外科壕
8 陸軍病院本部壕（サキアブ）
9 クラガー
10 アバタガマ

慰霊塔
遺族や住民が立てた慰霊塔が、市内各地

に建っています。碑文に刻まれた言葉を目で
追うと、その重さが静かに伝わってきます。

No 名称
11 魂魄の塔
12 忠霊之塔・鎮魂の塔
13 華守之塔
14 萬魂之塔
15 栄里之塔
16 萬華之塔
17 浄魂之塔
18 平和の塔
19 島守の塔

遺構
弾痕のあるタンク、消えかけた柱。知らずに

通り過ぎてきた日常の景色の中に、戦争の痕
跡が今もひっそりと残っています。

No 名称
20 山巓毛の監視哨跡
21 弾痕の残る糖蜜タンクと門柱
22 与座第24師団トーチカ跡
23 新川区の街灯の柱
24 武富の国旗掲揚台
25 軽便鉄道の橋
26 御大典記念碑
27 真壁の金城家

学徒ゆかりの地
今の高校生と同じ年頃の学生たちが、戦場

へ動員されました。学徒ゆかりの地に立つと、
彼らがここにいたという事実が近づきます。

No 名称
28 ひめゆり学徒散華の跡
29 白梅之塔
30 梯梧之塔
31 翔洋碑（旧・沖縄水産健児の塔）
32 開南健児之塔
33 沖縄工業健児之塔
34 沖縄師範健児之塔

　

今
回
紹
介
し
た
戦
跡
の
多
く

は
、
私
有
地
に
あ
り
ま
す
の
で
、
訪

問
の
際
は
土
地
管
理
者
や
近
隣
へ

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
壕（
ガ

マ
）内
は
危
険
で
す
の
で
専
門
の
ガ

イ
ド
な
し
で
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
足
下
が
不
安
定
で
危
険

な
場
所
も
あ
り
ま
す
。
服
装
や
足

下
に
注
意
し
、
子
ど
も
だ
け
、
ま
た

は
１
人
で
の
見
学
は
避
け
、
草
む
ら

の
ハ
ブ
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
特
集
で
紹
介
で
き
な
か
っ

た
戦
跡
の
詳
細
情
報
や
、「
広
報
い
と

ま
ん
」
の
過
去
の
特
集
記
事
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

戦
跡
を
訪
れ
る
前
に

次
の
チ
ェ
ッ
ク
を

各
戦
跡
の
詳
細
は

ス
マ
ホ
で
読
め
ま
す
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く
く
る
糸
満
で
学
ん
だ
ら
、次
は
実
際
に
戦
跡
へ
。
糸

満
市
に
は
数
多
く
の
戦
跡
が
私
た
ち
の
生
活
し
て
い
る
中

に
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
近
所
に
も
、き
っ
と
。


